
                  

 

 

 

 

 

JA東びわこイチゴ部会で「みおしずく」目合わせ会を再度実施  

 

１月 12日、JA東びわこイチゴ部会で「みおしずく」目合わせ会が実施されました。

各生産者が持ち寄った「みおしずく」を見ながら、当課および市場担当者から、収穫

適期の判断やパックから果実がずれ落ちないフィルムの貼り方、コンテナへの詰め方

について説明しました。 

 

今年度、湖東地域では１法人と９農業者が「みおしずく」を栽培し、11月末から収

穫が始まりました。目合わせについては 11月 28 日に県全体で、また 12 月８日に JA

東びわこイチゴ部会でも実施されましたが、市場出荷に不慣れな農業者が多く、従来

品種である‘章姫’との色味の差に戸惑いも見られたことから、部会・JA東びわこ・

市場・当課が連携して再度、実施しました。 

当課から、多く発生している症状とその対策について、市場からは、収穫適期につ

いて説明し、着色率 80～90％で収穫すること、パックから果実がずれ落ちないフィル

ムの貼り方やコンテナへの詰め方について確認しました。 

また、「みおしずく」販売促進に向けた取り組みとして、テレビ放送での PRがされ

たことや県内量販店で開催予定の PRイベントに参加することが報告されました。 

今後も、当課は、「みおしずく」の安定生産と生産拡大に向け、引き続き支援してい

きます。 
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